
 

委託事業実施内容報告書 

平成２３年度「生活者としての外国人」のための日本語教育事業 

【日本語指導者養成】                       

                       受託団体名  特定非営利活動法人 

寝屋川市国際交流協会                    

 

１ 事業の趣旨・目的    

外国人の自立を目指す「多文化ほっとサロン」を支える講師を養成する。 

 

２ 運営委員会の開催について   

【概要】 

開催日時 開催場所 出席者 議題 会議の概要 

6月 11日 寝屋川市立

市民会館 

久保貞也 

田伏雅弘 

新宅智子 

鶴丸志ょう子 

桑原宗雄 

伊藤裕子 

 

・講座内容の検討 

・受講者の募集につ

いて 

・地域の在住外国人

について 

・市役所、大学、教師、ボ

ランティア、それぞれの立

場から、外国人を取り巻く

状況や、問題点などにつ

いて討議。 

・情報の周知の難しさ、そ

れの解決方法を討議。 

【写真】 

 

 



３ 養成講座の内容について 

（１） 講座名 外国人のコミュニケーション広場「多文化ほっとサロン」講師養成講座 

（２） 目標   外国人の自立を目指す「多文化ほっとサロン」を支える講師を養成する。 

ほっとサロンでは、外国人の日本語学習を指導し、また外国人の自立を目指すた

めに生活ガイドや相談にも乗り、各種機関を紹介出来る講師の養成を目指す。 

（３） 受講者の総数       15人 

（出身・国籍別内訳  日本人 12名、韓国 1名、インドネシア 2名） 

（４） 開催時間数（回数）24時間  （ 8回） 

（５） 参加対象者の要件  講師として活動意欲のある者 

（６） 受講者の募集方法  市の広報紙に募集告知掲載、地域のコミュニティ施設へのちらし                       

の設置 

（７） 会場  寝屋川市立市民会館等 

（８） 使用した教材・リソース  担当講師が作成した資料 

（９） 講座内容 

日時 講座名／学習内容 講師 受講者数 

4月 22 日 

9：00～ 

12：00 

見学 

とよなか国際交流協会 

とよなか国際交流協

会  榎井 縁氏 

10名 

4月 30 日 

9：00～ 

12：00 

講演 

「外国人生徒の学校教育

状況」 

なみはや高校 

大倉安央氏 

小中教育現状  

鶴丸志ょう子氏 

通訳二宮紀加氏 

15名 

5月 7 日 

9：00～ 

12：00 

見学 

大阪国際交流センター 

大阪国際交流センタ

ー 泉氏 

12名 

5月 14 日 

9：00～ 

12：00 

講演 

「外国人の法的地位」 

弁護士 

丹羽雅雄氏 

14名 

5月 21 日 

9：00～ 

12：00 

講演  

「ボランティアについて」 

寝屋川市社会福祉

協議会 

濵吉信彰氏  

15名 

5月 28 日 

14：00～ 

17：00 

交流 

「インド料理レストラン 

オーナーのミランさんと

の意見交換・交流」 

インド料理レスト

ラン オーナー 

ミラン氏 

7名 



6月 4 日 

9：00～ 

12：00 

講演  

「NIEFA日本語教室状況・ 

生活ガイドブック」 

「在住外国人より日本で

の生活について」 

「多文化ほっとサロンの

開催内容について」 

日本語教室  

伊藤裕子氏  

NIEFA 

鈴木里子氏  

在住外国人代表 

ルトフィ氏 

伊藤裕子氏 

ほっとサロン運営

委員代表 

鶴丸志ょう子氏 

15名 

6月 25 日 

9：00～ 

12：00 

まとめ 

「今後の活動指針」 

「実地研修」 

ほっとサロン運鋭

意委員代表 

鶴丸志ょう子氏 

15名 

 

（10） 講座の評価 

①受講生に対するアンケート 

他機関見学により実際の外国人施策の現状が分かり、又在日外国人の法律的地位や

現状が良く分かって、有意義だった。 

②実施主体からの研修内容結果評価 

 在住外国人の置かれている法的地位や学校現場での教育状況、ボランティアの原点

についても学ぶことが出来、又直接在住外国人から、今の生活や思いを聞く事も出来、

今後の活動の原動力となるような充実した内容であった。 

③実施主体からの外国人支援体制等今後の計画 

 外国人の交流・相談窓口「多文化ほっとサロン」を６月より月３～４回実施していく。 

                                      （第二・四の火曜と土曜） 

 内容としては 日本語を学ぶことに加えて、気軽に文化交流や、日本の生活の情報提

供、さまざまな問題の相談窓口となり、相談機関の紹介等の機会を提供する。 

（11） 事業の成果 

① 他事業との連携 

ＮＩＥＦＡ日本語教室や他文化事業との連携。市の相談事業との連携。 

② 研修後の人材活用 

 「多文化ほっとサロン」のスタッフとして活動する 

 

（12） 今後の課題 

人材確保のために、日本語指導者養成講座への募集告知の方法を検討し、さらに優

秀な人材の獲得を目指すこと。 



一人でも多くの市内に在住している外国人へほっとサロンの告知をすること。 

     外国人のニーズをつかみ、それを具体的に実践に移すこと。 

     足元の地域における日本人との交流を深め、生活がよりスムーズになっていくこと。 

      

 




